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ものである。（2024年２月）ものである。（2024年２月）
標準／土地の凹凸／標準と土地の凹凸標準／土地の凹凸／標準と土地の凹凸
写真／白地図／年代別の写真写真／白地図／年代別の写真
地形分類／浸水推定段彩図／宅地利用動向調査地形分類／浸水推定段彩図／宅地利用動向調査
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「地理探究」から１年「地理探究」から１年 𠮷𠮷
よ し み ずよ し み ず

水水　裕裕
ひ ろ やひ ろ や

也也

１ 「地理探究」のコンセプト

2023（令和５）年度から「地理探
究」の授業がスタートしました。
2018（平成 30）年告示の「高等学
校学習指導要領解説地理歴史編」に
よると、「地理探究」の学びの集大
成は大項目Ｃ「現代世界におけるこ
れからの日本の国土像」であり、こ
れまで学んできた様々な学習の成
果を基に、現代世界における日本の
国土の特色を国や地域や個人と
いった多層な視点から客観的に見
る力を培い、日本が抱える地理的な
諸課題を生徒自ら見いだすことを
通して、その解決と望ましい国土の
在り方を実現するためにどのよう
な取組が必要であるかを探究する
ことになっています（文部科学省
2019）。
「地理探究」の大項目Ａの「現代世
界の系統地理的考察」と大項目Ｂの
「現代世界の地誌的考察」は、前述
の大項目Ｃ「現代世界におけるこれ
からの日本の国土像」を描くための
前提としての系統地理的考察と地
誌的考察ということになり、大項目
ＡとＢでの学習を通して考察した
り、理解したりしたことが大項目Ｃ
の学習で活用されることにより、深
い学びにつながるという構成です。
このように、これまでは系統地理と
地誌が地理学習の両輪でしたが、
「地理探究」ではこれまでより一歩
踏み込んで、系統地理的考察と地誌
的考察という両輪を転がして発電
した動力を確実に国土像を描く際
に活用するような位置づけになっ
ています。
ところで、中学校社会科地理的分
野では大項目Ｃに「日本の様々な地
域」が設定されており、その中項目
（４）に「地域の在り方」が位置付け

られています。この中項目では、考
察のみならず構想も求められてい
ます。さらに、「世界と日本の様々
な地域を学習した後に位置付ける
ことで、既習の知識、概念や技能を
生かすとともに、地域の課題を見い
だし考察するなどの社会参画の視
点を取り入れた探究的な地理的分
野の学習のまとめとして行うこと
が必要」（文部科学省 2018）とされ
ています。ただ、「日本の様々な地
域」の中の中項目ですから、主に日
本の諸地域学習を踏まえて地域の
在り方を考察、構想することにな
り、ここは「地理探究」とは構造が
異なります。

２ これからの日本の国土像

さて、これからの日本の国土像を
描くための価値基準になるものは
何でしょうか。過去の学習指導要領
では、「よりよい社会の形成」とい
う言葉が使われ、「よりよい」の具
体は示されてきませんでした。一
方、直近の改訂では「よりよい」と
いうことの具体を「持続可能」とい
う言葉に置き換えていますから、こ
れからの日本の国土像を考える際
にも、「持続可能」が価値基準にな
ると考えられます。

３ 「持続可能な国土像」の探究

学習指導要領に即して考えると、
持続可能な社会の創り手となる生
徒が、国土像を探究することが「地
理探究」のまとめになります。
そのためには、いつから、どのよ
うな国土政策がとられてきたのか
を学習する必要があります。戦後復
興、拠点開発方式（全総）、大規模プ
ロジェクト方式（新全総）、定住圏
構想（三全総）、交流ネットワーク
構想（四全総）、参加と連携（21 世

紀の国土のグランドデザイン）、国
土形成計画、第二次国土形成計画な
どの国土政策を歴史的に振り返っ
たうえで、国土像を描くことが重要
です。2023 年の夏には、第三次国
土形成計画が示され、「新時代に地
域力をつなぐ国土」が目指す姿とし
て示され、また「シームレスな拠点
連結型国土」が基本構想とされてい
ます。
これらを踏まえて、「持続可能な
国土像」を探究するためのサブテー
マを設定したいものです。例えば、
持続可能な国土像を描くことを一
つのプロジェクトと捉えてはどう
でしょうか。プロジェクト・ベース
ド・ラーニング（PjBL）的に単元を
構成し（𠮷水 2023）、地域像を何度
も描き直しながら構想させたいも
のです。PjBL では、プロジェクト
に必要な知識を獲得しながら、何度
もプロトタイプを作るデザイン思
考で学習を進めます。様々な地図を
組み合わせて、具体的な国土像を提
案できるようにしたいものです。

〈引用文献〉
文部科学省（2018）『中学校学習指導要領（平
成 29年告示）解説社会編』東洋館出版社

文部科学省（2019）『高等学校学習指導要領
（平成 30 年告示）解説地理歴史編』東洋
館出版社

𠮷水裕也編著（2023）『PBL 的社会科単元構
成による中学地理の授業デザイン』明治図
書

𠮷水　裕也𠮷水　裕也
1962年大阪生
まれ。兵庫教育
大学理事（副学
長）。専門は地
理教育。小学校
では地図帳大好
き少年。中１の
時に、ラジオで

気象通報を聞いて天気図を描くと
いう作業をしている人を初めて見
て、その面白さにはまる。高校で
は、地形図にはまる。どうやら等
値線が好きなようです。
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SDG11「住み続けられるまちづくり」の構想SDG11「住み続けられるまちづくり」の構想
－ － コンパクトシティ・プラス・ネットワークコンパクトシティ・プラス・ネットワークは、は、

私のまちにも有効か －私のまちにも有効か －
𠮷𠮷
よ し み ずよ し み ず

水水　　裕裕
ひ ろ やひ ろ や

也也

１ 住み続けられるまちづくり

「地理総合」や、「地理探究」の系
統地理と地誌の学習を前提に、「こ
れからの日本の国土像」を構想しま
す。その際、「持続可能な社会」を価
値基準として、SDG11 の「住み続
けられるまちづくりを」をサブテー
マに設定します。SDG11 には１～
７とａ～ｃのターゲットが設定さ
れています。そのうち 11.2 には交
通弱者のために安価で安全に持続
可能な交通手段を使えるようにす
ること、そして、11.3 には誰もが参
加できる形で持続可能なまちづく
りを計画し実行できるような能力
を高めることが謳われています。
SDG11の達成方略には、11.a とし
て、「国や地域の開発の計画を強化
して、都市部とそのまわりの地域と
農村部とが、経済的、社会的、環境
的にうまくつながりあうことを支
援する」ことなどが設定されていま
す。公共交通機関などは人口の多い
都市部では充実していますが、農村
部とをどのように結ぶのかは課題
です。これらを踏まえ、持続可能な
まちづくりに繋がる国土像を描く
ことを目標とします。

２ コンパクトシティ・プラス・
ネットワーク

2020 年には都市再生特別措置法
が一部改正され、コンパクトシ
ティ・プラス・ネットワークの考
え方が推進されはじめ、居住誘導区
域および都市機能誘導区域が設定

され、それらが公共交通でネット
ワーク化されることが推奨されま
した。2023 年夏に閣議決定された
第三次国土形成計画にもこの考え
方が入っています。人口減少や少子
化とその地域的偏在の加速、高齢
化、国際社会での競争激化、巨大災
害の切迫とインフラの老朽化、食
料・水・エネルギーの制約と地球
環境問題、ICT の劇的進歩などの
国土をとりまく時代の潮流や課題
を背景に、さらには国民の価値観の
変化や国土空間の変化を踏まえて、
どのような国土像を描くのか、地誌
で学習した各国の状況も踏まえて
提案を考えます。
ただし、高等学校地理学習のまと
めといえども、そう簡単に国土像を

描くことはできないでしょう。一
方、国は前述のとおり、国土形成計
画という形でこれからの国土像を
描いています。このような計画を分
析・吟味するところから、国土像を
描くことも一つの現実的な方法で
はないでしょうか。政府は国家ス
ケールでの施策として第三次国土
形成計画を打ち出していますが、都
道府県や市町村スケールで実現可
能なのか、また具体的にどのように
すれば実現性が高まるのかを考え
たいものです。
ちなみに、大矢（2023）は、小学
校社会科において、児童に地域像を
再構成させる学習方略を、具体的な
学習段階を含めて提案しており、と
ても参考になります。

図１ 和歌山市の将来都市構造図図１ 和歌山市の将来都市構造図
（「和歌山市都市計画マスタープラン（令和５年11月）」p.67）（「和歌山市都市計画マスタープラン（令和５年11月）」p.67）
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縄文海進 地形×考古
－過去の地球温暖化に学ぶ－

今から 7000 ～ 6000 年前ごろ、今から 7000 ～ 6000 年前ごろ、
温暖化によって現在より海面が数温暖化によって現在より海面が数
m高くなった現象が「縄文海進」。m高くなった現象が「縄文海進」。
陸地奥深くへ海が浸入した温暖期に陸地奥深くへ海が浸入した温暖期に
住まう縄文の人たちは、どのように住まう縄文の人たちは、どのように
暮らしていたのでしょうか？暮らしていたのでしょうか？
地形と考古の両面から縄文海進を地形と考古の両面から縄文海進を
紐解きます。紐解きます。

2023 年度から「地理探究」
の授業がはじまりましたが、実
際の学校現場では 2024 年度か
ら実施することが多いようで
す。しかし、今回の内容は「地
理探究」の集大成である「日本
の国土像」を探究するのにとて
もよい事例ばかりです。私も日
本の国土像を探究するために、
１枚の写真から地理を考えてみ
ました。
テーマパークやショッピング

センターが無い地域を生徒はよ
く「なにもない」と言いますが、
目の前に見える１本の木、小さ
な川、農地も地域を考える重要
な教材です。生徒が言う「なに
もない」地域の写真には、水田
に多くの白い塊が写っていま
す。調べてみると、これは「稲
ホールクロップサイレージ」と
いい、稲刈り後の藁をまとめて
発酵させ、家畜のエサとするも
のだそうです。藁を捨てないで
活用するという観点は SDGs

ではないでしょうか。また、こ
のサイレージの価格と家畜飼料
の輸入額の比較や推移は、日本
の貿易の課題を考察することに
つながります。サイレージの行
き先や販売ルートは、交通網を
はじめとした日本の流通や第３
次産業を考察することになりま
す。この農地の農業経営体は高
齢化や兼業化がみられるので

しょうか。６次産業化も気にな
るところです。そもそもこの水
田で栽培するイネの気候条件は
…など。この写真から考えられ
ることはたくさんあります。１
枚の写真から「日本の国土像」
を探究するはじめの一歩を踏み
出してみませんか。

（日本地図センター・
文化事業部・竹澤史也）

陸地に入り込み、広がった奥東京湾 RCMapで見る鳥観図（遠藤 邦彦）陸地に入り込み、広がった奥東京湾 RCMapで見る鳥観図（遠藤 邦彦）
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